
CPD認定対象プログラム内容と CPD単位数                        ［★］個別の単位申請は不要 
形態区分 内  容 CPD 単位数 備 考 

Ⅰ 研修会等へ参加 ①協会が主催、共催、事務局となる研修会、講習会、講演会、シンポジウム、研究

会、現地見学会等 

1 単位／時間 
★ 

②土壌医の会が主催、共催となる研修会、講習会、講演会、シンポジウム、研究会、

現地見学会等 ※１ （土壌医の会の活動報告会も含む） 
 

Ⅱ 技術指導 ①上記（形態区分Ⅰ）研修会等の講師、パネラー、助言者 3 単位／時間 I-①の講師は★ 

②農業現場への技術普及を目的して地方自治体、民間団体、企業が公式に開催す

る研修会等の講師、パネラー、助言者 ※2 
 

Ⅲ 土づくり普及活動 土づくり普及のため、土壌医検定試験について関係機関等への普及活動 ※3 

（活動に関わった正会員が対象） 

3 単位／時間 
 

Ⅳ 報告文、 

刊行物等への発表 

①機関誌「土づくりとエコ農業」への掲載 5 単位／件 ★ 

②地方自治体、民間団体、企業等が公式に発行する土づくり関係技術誌等への報

告文などの掲載 ※4 

5 単位／件 
 

③土づくりに関する技術図書の刊行 10～30 単位／件 （単著者、共著者の

場合やページ数によって単位数異なる） 
 

Ⅴ 業績 ①土づくり実践や指導により作物の収量、品質改善、コスト低減のいずれかが達成で

きた成果（要レポート提出） ※5 

10～50 単位／件 

（成果内容で単位数異なる） 
 

②農家グループ等が表彰事業で受賞 ※6 （土づくり関係を含む場合） 10～30 単位／件 （表彰事業の内容

によって単位数異なる） 
 

③土づくり文献の解析のレポート 5～10 単位／件  

④土壌医の会の活動業績 ※7 3～15 単位／人  

Ⅵ 自己研鑽、その他 ①土づくり関係雑誌の定期購読 

（複数誌購読でも 1 雑誌のみが認定対象） 

・機関誌「土づくりとエコ農業」 6 単位／年 ★ 

・その他雑誌 ※8 3 単位／年  

②土づくり関係図書（報告文含む）の読後感想レポート ※9 2 単位／件  

③公的な機関における土づくり関係委員会等の委員就任 10 単位／回  

 



 
注記： 
（１）協会に CPD単位の実績申請するためには次の証拠資料等が必要である。 
 
※1 土壌医の会が行った講習会等については、開催案内プログラム、会員の参加者名簿を添付する必要がある。 
※2 研修会等講師等については、その研修会の依頼文の写しが必要である。 
※3 普及活動の対象としては、農業高校等への準会場設置推進活動も含む。 
※4 報告文等掲載誌の該当部分のコピーが必要である。 
※5 業績レポートは 800字以内でまとめ、関係するデータや写真等を添付する。 
※6 表彰事業の種類、実施主体、業績内容等がわかる資料を添付する。 
※7 土壌医の会の活動業績に関する CPD評価は、研修会等開催回数、参加人数、土づくり普及活動等とともに、地域土壌医の会にあっては、
前年度と比較しての正会員の増加などを評価の基本として審査会で行う。 

※8 「土づくりとエコ農業」以外の土づくり関係雑誌については、雑誌名を明記する。（学術雑誌は対象から除く） 
※9関心を有する内容の土づくり関係図書（報告文を含む・発行元や執筆者名を明記）を読み、その内容要旨と今後これを参考に取り組んで

みたい内容を記述する。なお、土づくり関係図書（報告文を含む）の読後感想等のレポートの字数は、土づくりアドバイザーは 800 字
程度、土づくりマスターは 1,200字程度、土壌医は 1,600字程度とする。 

 
 
 
（２）CPD 単位の時間は、移動、休憩時間を除き、研修プログラムの実質時間を積算し、30 分未満の端数があるときはその端数を切り

捨て、30分以上の端数があるときはこれを 1時間に切り上げ 1時間単位に換算した時間とする。 


